山行実施報告書

平成２９年４月１４日

	行き先
	鶴ヶ鳥屋山1374ｍ　　　　　　［所在地：神奈川県大月市、都留市］

	実施日／
天候
	平成２９年４月１３日（木）　天候：晴

	参加者

（氏名）
	　　合計５名　

	コースタイム
	新宿＝＝(京王線)＝＝高尾＝＝＝笹子――車道終点――林道横断――宝越え――展望台(昼食)――
7:05　　　　　　　　　　7:56/8:10　9:02/9：15　　　　9:35　　　10:32/10:40　11:10/11:20　11:25/11：50
鶴ヶ鳥屋山―――1142ｍ地点―――林道を横切る―――赤ペンキ恩629石標―――登山口―――
12:35/12:55　　　　　　13:30　　　　　　　13:38/13:40　　　　　　　　13：47　　　　　　　　　14:42/14：58
初狩駅＝＝＝高尾＝＝＝八王子(反省会)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
15:48/16:27　17:14/17:16　17:22
（凡例）　電車・ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰ・航空機等乗り物：＝＝　　歩行：－－

	費　用
	［交通費］　　　　　　　 　　］

・電車：京王新宿起算：２４００円　　　　　　　　　　

　　　　　　
［その他］反省会：４０００円（鶏ジロー）
　合計：６４００円


	所感ほか
	1 船橋沢伝いの道を別れると一気に急勾配の上りとなった。昨年三月の本社ケ丸山行の際この道をよくぞ下ったのかと驚いた。
2 宝越えから鶴ケ鳥屋山までの尾根で山と高原地図では何処とはなしに展望台と記してあるが、確かに相応しい場所は何か所もあった。どれも十名ほどで一杯となる広さではあるので人のいない展望台でじっくり景色を眺めれば良い。

3 案内書には山頂は樹木で見晴らしは今一つとあったが、幸いなことに落葉樹だったためこの時期は山々を同定する楽しみを得ることができた。
4 富士山は最初雲にはばまれ頂上の平坦部しか見えなかったが次第に雲が飛ばされ長い裾野を見ることができるようになった。
5 途中、赤く塗られた「恩629石標」の分岐で「右、近ヶ坂橋」方面を取るべきところ、「左、唐沢橋・初狩駅」の初狩駅の表示につられ、左を進んだ。距離・時間はあまり変わらないが今回の見どころに一つだった「沢との並走道」を逃したのは残念。何年かしたら再挑戦するつもり。
6 登山口から林道を下り始めたところ雰囲気が妙なのでGAMINの電池が途中で切れたためスマホ搭載のGPSで確認したところ逆方向を歩いていた。登山口近くに本来立ててあった標識が倒れており初狩駅は林道を暫く上る方向であった。GPSがあったおかげで、迷い道に踏み込むことを避けた。


	一口アドバイス

	①所在地がしっかりと把握できている場合は何の問題はないが、今回のように当初計画と違う道を歩いているときは、GPSは強力でしかも簡便な所在確認手段である。リーダーは会所有のGAMINの操作法を理解し、山行に持参して欲しい。
②予備の電池の持参も忘れてはならない。


	二万五千図：笹子・河口湖東部・大月・都留
山と高原地図：24大菩薩嶺



